
（第一三共エスファ品）

製品名 薬効

オルメサルタン 高血圧症治療剤

メマンチンOD錠  アルツハイマー型認知症治療剤

フェブキソスタット 高尿酸血症治療剤

ビカルタミド 前立腺がん治療剤

タモキシフェン 抗乳がん剤

（ワクチン事業）

製品名

インフルエンザHAワクチン

はしか風しん混合生ワクチン

おたふくかぜ生ワクチン

新型インフルエンザワクチン（H5N1株）

ミノンルルエンハーツ リクシアナ

主要製品一覧

アメリカンリージェントユニット（2022年度売上収益1,874億円　前年度増減+379億円）

製品名（一般名　略称） 薬効 発売年 概要
売上収益（億円）

2022年度実績 増減額

インジェクタ
ファー

（ 注射用カルボキシ 
マルトース鉄）

鉄欠乏性貧血 
治療剤 2013年 経口鉄剤効果不十分例や非透析患者の鉄欠乏性貧血治療に

有効。 540 9

ヴェノファー （注射用ショ糖鉄） 鉄欠乏性貧血 
治療剤 2000年 鉄分補給剤。透析患者等の鉄欠乏性貧血に有効。 513 175

EUスペシャルティユニット（2022年度売上収益1,504億円　前年度増減+222億円）

製品名（一般名　略称） 薬効 発売年 概要
売上収益（億円）

2022年度実績 増減額

Nilemudo/
Nustendi

（ ベムペド酸及び 
エゼチミブ配合剤）

高コレステロール 
血症治療剤 2020年

経口ACL※阻害剤（ベムペド酸）。肝臓でのコレステロール産生
を抑制する。腸管でのコレステロール吸収を低下させるエゼチ
ミブと相補的に血中コレステロール値を下げる。

71 39

リクシアナ （エドキサバン） 抗凝固剤 2015年
経口FXa阻害剤。血液凝固に関与するFXa（活性化血液凝固
第X因子）を選択的、可逆的かつ直接的に阻害することで血栓
形成を抑制する。

1,171 202

オルメテック

（オルメサルタン） 高血圧症治療剤

2002年 オルメテック：オルメサルタン

200 -3

オルメテックプ
ラス 2005年 オルメテックプラス：オルメサルタンと利尿剤（ヒドロクロロチア

ジド）との配合剤。

セビカー 2009年 セビカー：オルメサルタンとカルシウム拮抗剤アムロジピンとの
配合剤。

セビカーHCT 2010年 セビカーHCT：オルメサルタン、ヒドロクロロチアジド、アムロ
ジピンの3剤配合剤。

※  ACL：アデノシン三リン酸クエン酸リアーゼ（肝臓でのコレステロール生成に関与する酵素）

ASCAユニット（2022年度売上収益1,428億円　前年度増減+286億円）

製品名（一般名　略称） 薬効 発売年 概要
売上収益（億円）

2022年度実績 増減額

エンハーツ （ トラスツズマブ 
デルクステカン）

抗悪性腫瘍剤 
（抗HER2抗体薬
物複合体）

2022年

細胞の成長因子（上皮細胞成長因子）ファミリー受容体の一つ
であるHER2と特異的に結合するヒト化モノクローナル抗体と
薬物（ペイロード）をリンカーを介して結合した抗体薬物複合
体。ペイロードは強力な薬効を示すDNAトポイソメラーゼ I阻
害薬で、膜透過性を有するという特性により周辺のがん細胞を
も殺傷する。

142 128

リクシアナ （エドキサバン） 抗凝固剤 2016年
経口FXa阻害剤。血液凝固に関与するFXa（活性化血液凝固
第X因子）を選択的、可逆的かつ直接的に阻害することで血栓
形成を抑制する。

187 44

第一三共ヘルスケアユニット（2022年度売上収益703億円　前年度増減+56億円）
製品名 薬効

ルル 総合感冒薬

ロキソニン※  解熱鎮痛薬 /外用鎮痛消炎薬

トランシーノ  肝斑改善薬 /しみ・そばかす対策薬

ミノン スキンケア

ブライトエイジ スキンケア

クリーンデンタル オーラルケア

※  OTC医薬品

ジャパンビジネスユニット（2022年度売上収益4,579億円　前年度増減 -316億円）

製品名（一般名　略称） 薬効 発売年 概要
売上収益（億円）

2022年度実績 増減額

エムガルティ （ガルカネズマブ） 片頭痛発作の発症
抑制薬 2021年

ヒト化抗 CGRP モノクローナル抗体。片頭痛発作の発症に関
与するカルシトニン遺伝子関連ペプチド（CGRP）の活性を阻
害することで、片頭痛発作の発症を抑制する。

63 16

エンハーツ （ トラスツズマブ 
デルクステカン）

抗悪性腫瘍剤 
（ 抗HER2抗体薬
物複合体）

2020年

細胞の成長因子（上皮細胞成長因子）ファミリー受容体の一つ
であるHER2と特異的に結合するヒト化モノクローナル抗体
と薬物（ペイロード）をリンカーを介して結合した抗体薬物複
合体。ペイロードは強力な薬効を示すDNAトポイソメラーゼ
I阻害薬で、膜透過性を有するという特性により周辺のがん細
胞をも殺傷する。

117 22

タリージェ （ミロガバリン） 疼痛治療剤 2019年 α2δリガンド。神経終末において疼痛に関わる神経伝達物質
の放出を抑制する。 385 84

カナリア （テネリグリプチン/ 
カナグリフロジン） 2型糖尿病治療剤 2017年

国内初のDPP-4阻害剤「テネリグリプチン」とSGLT2阻害剤
「カナグリフロジン」の配合剤で、相補的な薬理学的作用によ
り血糖低下作用を示す。

163 -５

ビムパット （ラコサミド） 抗てんかん剤 2016年 Naチャネル阻害剤。脳内の神経の過剰な興奮をしずめて、て
んかん発作を抑制する。 219 37

エフィエント （プラスグレル） 抗血小板剤 2014年 ADP受容体阻害剤。血小板の凝集を抑制することにより、血
栓による動脈の狭窄・閉塞を防ぐ。 209 42

プラリア （デノスマブ）
骨粗鬆症治療剤・
関節リウマチに伴う
骨びらんの進行抑
制剤

2013年 ヒト型抗RANKLモノクローナル抗体。RANKLを特異的に阻
害することで、骨吸収及び骨破壊を抑制する皮下投与製剤。 402 23

テネリア （テネリグリプチン） 2型糖尿病治療剤 2012年 DPP-4阻害剤。血糖依存的にインスリン分泌促進・グルカゴン
分泌抑制をもたらし血糖低下作用を示す。 219 -17

ランマーク （デノスマブ） がん骨転移による 
骨病変治療剤 2012年

ヒト型抗RANKLモノクローナル抗体。破骨細胞による異常な
骨の破壊を抑え、骨折等のSRE（骨関連事象）発現を抑制する。
2014年には「骨巨細胞腫」の適応症を取得し、希少疾病用医
薬品指定を受けている。

204 -1

リクシアナ （エドキサバン） 抗凝固剤 2011年
経口FXa阻害剤。血液凝固に関与するFXa（活性化血液凝固
第X因子）を選択的、可逆的かつ直接的に阻害することで血栓
形成を抑制する。

1,051 127

ロキソニン （ロキソプロフェン） 消炎鎮痛剤 1986年
非ステロイド性消炎鎮痛剤。炎症に関わるプロスタグランジン
の生成を抑制することで鎮痛作用を示す。経皮吸収剤（パップ・
ゲル・テープ）も発売。

185 -36

（第一三共エスファ品） 860 33

（ワクチン事業） 134 -13

オンコロジービジネスユニット（2022年度売上収益1,854億円　前年度増減+1,158億円）

製品名（一般名　略称） 薬効 発売年 概要
売上収益（億円）

2022年度実績 増減額

エンハーツ （ トラスツズマブ 
デルクステカン）

抗悪性腫瘍剤
（ 抗HER2抗体薬
物複合体）

2020年

細胞の成長因子（上皮細胞成長因子）ファミリー受容体の一つ
であるHER2と特異的に結合するヒト化モノクローナル抗体
と薬物（ペイロード）をリンカーを介して結合した抗体薬物複
合体。ペイロードは強力な薬効を示すDNAトポイソメラーゼ
I阻害薬で、膜透過性を有するという特性により周辺のがん細
胞をも殺傷する。

1,816 1,272

TURALIO （ペキシダルチニブ） 腱滑膜巨細胞腫（TGCT）治療剤 2019年
経口 colony stimulating factor-1（CSF-1）受容体阻害剤。
滑膜中異常細胞の主要な増殖促進因子であるCSF1Rを阻害
することでTGCTを治療する。

38 10
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